
(生化学・分子生物学１．３枚中の１枚目）

[生化学・分子生物学Ｉ（基礎)］（全３題）

[問題１］次の文章を読み，［ａ］－［ｑ］に適切な語句や数字を入れよ．

細胞を構成している生体膜(biomembrane)の主成分はリン脂質（phospholipid）

である．リン脂質は，［ａ］性の頭部と，［ｂ］性の炭化水素鎖(hydrocarbon

chain)の尾部からなる．リン脂質は,多くの場合［ｃ］本の炭化水素鎖の尾部を

持つ．生体膜は，リン脂質が持つ上記の［。］性の特徴と円筒型の形状から，尾

部を内側にした平面状の脂質［ｅ］を形成している．脂質［ｅ］は,電荷を持

つ小分子や,糖（sugar）などの極性を持つ大型分子をほとんど通すことができ

ない．

細胞が生きて行くためには，これら極性分子の取り込みや排出が必要なので，

これら分子を選択的に運ぶ膜輸送タンパク質(membranetransportprotein)が細胞

膜内に存在する．輸送タンパク質による輸送には,物質の濃度勾配に従う［ｆ］

輸送と，濃度の勾配に逆らう［ｇ］輸送の２種類がある．輸送タンパクは,運

搬体タンパク質(carrierprotein)と［ｈ］の２種類に分類されるが，［ｈ］は，
［ｉ］輸送しか行わない．

細胞内に取り込まれた物質は，エネルギー源としても使われる．炭水化物

(carbohydrate）は生物にとっての主要なエネルギー源の１つである．動物にお

いては,炭水化物は，［ｊ］として，主に［ｋ］や筋肉に貯えられる．［ｊ］

や植物の主要な炭水化物であるデンプンは,酵素により分解され，単糖の［ｌ］

誘導体を生成する、得られた［ｌ］誘導体１分子は，［ｍ］と呼ばれる一連

の酵素反応により，２分子の［、］に変換された後,細胞質からミトコンドリ

アに移り，［ｏ］ＣＯＡへと変換される．［ｏ］基は,オキサロ酢酸に転移した

後，［Ｐ］と呼ばれる一連の反応の結果,二酸化炭素へと［ｑ］されると共に，
電子運搬体ＮＡＤＨ等が生じる．



(生化学・分子生物学１．３枚中の２枚目）

[問題２］次の文章を読み,以下の問Ａ－Ｄに答えよ．

タンパク質は,様々なアミノ酸が［ａ］結合により１本のひも状につながっ

た分子であり，タンパク質と［ｂ］からなる巨大な細胞内複合体［ｃ］上で

合成される．タンパク質は，そのアミノ酸の一次構造(primarystructu１℃)情報の

みによって，特有のおりたたみ構造(立体構造)が決定される．細胞内では，タン

パク質の折りたたみを手助けする［。］と呼ばれる分子が存在している．

問Ａ［ａ］－［ｄ］に適切な語句を入れよ．

問Ｂ折りたたみ構造を持つタンパク質の非共有結合（non-covalentbond)を壊

す試薬を一般的に何と言うか記せ．

問Ｃあるアミノ酸残基がアミノ酸配列上の離れた位置に２個含まれているタ

ンパク質において，これらが同一分子内で共有結合を形成している場合，

問Ｂの試薬を高濃度で用いても，このタンパク質は完全に伸びたひも状

にならない．

（１）このアミノ酸の名称を答えよ．

（２）このアミノ酸同士の共有結合を何と言うか答えよ．

（３）この共有結合を切断するのに必要な試薬を一般的に何と言うか記せ．

問Ｄ下記は,160残基からなるあるタンパク質Ａのアミノ酸配列の一部である．

タンパク質Ａは,細胞内の可溶性領域,膜領域のどちらに存在している

と考えられるか.理由を付して１００字程度で説明せよ．ここでアミノ酸

配列は１文字表記で示しており，配列中の数字は，アミノ末端からのI煩

番を表している．

６１SGSGGGSSSQ7lGPRPQLGGRV81VSIAAAAIVI9lIWAASGFFTI
’0IＫＥＡＥＲＧＶＶＳＲ

（参考のため，各アミノ酸の３文字表記を記した．）

A=Ala，Ｑ=G1､，Ｐ=Pro，Ｇ=Gly，Ｒ=Ar９，s=Ser，Ｋ=Lys，Ｌ=Leu，Ｉ=Ile，Ｆ=Phe，

V=Val，Ｗ=ＩｍＴ達Thr，Ｅ=Glu



(生化学・分子生物学１．３枚中の３枚目）

［問題３］ｍＲＮＡの司る遺伝暗号について説明した次の文章を読み,以下の問

Ａ－Ｄに答えよ．

タンパク質の生合成においては,mRNA上の一つの塩基に一つのアミノ酸が対

応するのではなく，連続した三つの塩基配列情報が一つのアミノ酸に対応して

いるこの三塩基の組を［ａ］と呼ぶ。理論的には，［ａ］は［ｂ］種類存在

することになり，一般にタンパク質の生合成に使われる［ｃ］種類のアミノ酸

に十分対応することができる．

例えば,塩基としてウラシル(uracil)のみを持つmRNA（これをpoly(U)ｍＲＮＡ

と呼ぶ.以下同様）を無細胞タンパク質合成系(noncellularsystemfbrprotein

synthesis)に加えることで，Ｆ(Phe)のみを含むポリペプチドpoly(F)が合成される．

この結果は,Ｆの遺伝暗号(geneticcode)がUUUであることを示している．

シトシン(cytosine)とウラシル(uracil)が交互に繰り返されるpoly(CU)ｍＲＮＡを

用いた場合,Ｌ(Leu)とＳ(Ser）が交互に繰り返されるポリペプチドpoly(LS)が合

成され,poly(CUU)mRNAの場合は，３種類のポリペプチドpoly(F)，poly(L)，

poly(S)が合成される．

このようなmRNAからタンパクへの情報伝達過程を［。］と呼ぶ．［。］の

過程では，mRNAの［ａ］とtRNAの［ｅ］との間で塩基対が形成される．

問Ａ文中の［ａ］－［ｅ］に適切な語句や数字を入れよ．

問ＢＦ(Phe)，Ｌ(Leu)，Ｓ(SeI)の化学構造式を下記のＡ(Ala)の例に従ってそ

”ＸＬＹ
Ａ(Ala）

問Cpoly(CU)ｍＲＮＡからポリペプチドpoly(LS)が合成された結果は何を示

しているのか．５０字程度で説明せよ．

問， poly(A)ｍＲＮＡから合成されたポリペプチドは,一般的なタンパク質が

沈殿する通常の酸性条件において沈殿しなかった．この結果は何を示

しているのか．５０字程度で説明せよ．




